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山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ
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ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。



INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ
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山家京子

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。
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山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

©大木宏之
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INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ
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に東京にてWorklounge 03-を共同主宰。2011年に渡越後、Worklounge 03- 

Vietnamを設立。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプロジェ

クトに携わっている。

竹森紘臣
（Worklounge 03- Vietnam 代表取締役）

LECTURER

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図1］　©山田新治郎

［図2］ ［図3］　©FOTOTECA
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INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図7］ ［図8］

［図4］

［図6］

［図5］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図9］

［図11］ ［図12］

［図10］

［図13］

［図14］

［図15］ ［図16］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ときょう

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図24］ ［図25］

［図19］

［図17］　©大木宏之 ［図18］

［図20］

［図22］ ［図23］

［図21］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。

DISCUSSION
秋山晃士（神奈川大学建築学部特別助手）

石田敏明（神奈川大学工学研究所客員教授）

柏原沙織（神奈川大学建築学部特別助教）

曽我部昌史（神奈川大学建築学部教授）

山家京子（神奈川大学建築学部教授）

吉岡寛之（神奈川大学建築学研究所特別研究員）

柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

くうげき

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図26］

［図28］

［図27］ ［図29］

［図31］ ［図32］

［図30］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ひさし

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図34］ ［図35］

［図33］

［図36］ ［図37］

［図38］

［図39］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図42］ ［図43］

［図41］ ［図45］ ［図46］

［図40］ ［図44］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図48］

［図47］

［図49］

［図52］

［図51］［図50］

団地
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図57］

［図53］　©大木宏之

［図54］

［図55］

［図56］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

おり

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図62］　©大木宏之

［図64］

［図63］　©大木宏之

［図65］

［図61］　©大木宏之

［図59］　©大木宏之

［図58］　©大木宏之

［図60］
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図66］　©大木宏之

［図73］ ［図74］

［図72］

［図70］ ［図71］

［図67］　©大木宏之

［図68］　©大木宏之

［図69］



13

Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。

［図78］　左：日本の場合 右：ベトナムの場合

［図76］ ［図77］

［図75］　左：日本の場合 右：ベトナムの場合
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

しょう

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。
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Vol.2　ハノイ都市部の生活圏ー竹森紘臣

INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ

ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。



INTRODUCTION
山家京子（神奈川大学建築学部教授）

山家　本日ご登壇いただく竹森紘臣さんは、みかんぐみ勤務などを

経て、2003年から東京でWorklounge 03-を共同主宰、2011年か

らベトナムに居を移されて、Worklounge 03- Vietnamを設立され

ています。ハノイを拠点に、ベトナム、日本、その他アジアの国々のプ

ロジェクトに携わっていらっしゃいます。

　Worklounge 03- Vietnamのウェブサイトを見せていただきま

したが、ミッションとして「人と地域と地球に優しくて美しいかたち」

を掲げられています。今日は大変興味深いお話が伺えるのではない

かと、楽しみにしています。それでは竹森さん、どうぞよろしくお願い

いたします。

竹森　よろしくお願いします。皆さま、初めまして。竹森紘臣と申しま

す。ご紹介いただいたように、ハノイで設計事務所をやっています。

Worklounge 03-という会社を、日本にいるときから続けてやって

います。今日は「アジア都市の生活圏」のレクチャーということで、私

が住んでいるハノイの都市部の生活圏についてお話をしたいと思い

ます。副題として、「ソトでの暮らしと所有の概念」ということを中心

に、最後にまとめてお話しできればと思います。

　Worklounge 03-は、設計者である私の他にもう一人、サステナ

ブルデザイナーのティム・ミドルトンと一緒に、ハノイを拠点に、アー

キテクチャーデザインとサステナブルデザインの両輪でやっていま

す。先ほどご紹介いただいたとおり、関西大学、大学院在学中は大阪

に住み、東京でみかんぐみに勤めた後、独立し、その後ハノイに行くこ

とになり、今もハノイを主な拠点としています。

　日本では、2003年に自分の事務所をつくって、名古屋で住宅を設

計したり［図1］、そのときには中国の北京でも仕事をしたりしてい

て、ミヅマアートギャラリーというアートギャラリーのデザインをし

ていました［図2］。これは東京のミヅマアートギャラリーのデザイン

です［図3］。

　それで、2011年に渡越することになります。きっかけは、知人がベ

トナムで仕事があるので、ちょっと手伝ってくださいという感じで

行ったのですが、ベトナムの建築に、アジアの文脈で建てられている

ような雰囲気を感じて、まだそれが何かというのは、そのときは全然

分からなかったのですが、とにかく魅力を感じました。そういいます

のも、先ほど紹介したミヅマアートギャラリーの仕事では、日本やア

ジアの美術を文脈としたアートを扱っていたので、その影響もあっ

て、ベトナムの建築がどういうものか、どのように今のかたちになって

いったのか知りたくなり、ハノイに住み始めました。

LECTURE

渡越した2011年当時のハノイ

　ここから少し、ハノイについて簡単に紹介します。私がハノイに

行った2011年頃は、まだハノイ市内に計画停電がありました。あと、

お店は大体20時頃に閉まります。料理屋さんも22時には閉めない

と、警察が来て、閉めなさいと言われます。コンビニはありません。エ

アコンのない家、シャワーも水だけで、お湯が出ないところも多かっ

たです。現在の2025年は、この辺りがずいぶん違います。

　そのような2011年から、ベトナムってどんなところだろうということ

を考えて、自分の設計をするためにベトナム建築のことをいろいろ調

べて、実際に訪れて記録したことをまとめたものを本にして一昨年出

版させていただきました。『ベトナム建築行脚」という本です［図4］。

この本は、自分の設計の趣意書の、長い前段みたいなものにしようと

思って書きました。

ベトナムの歴史と風土

　ベトナムは南北に長い国で、ハノイがあるのは北部のほうで、南部

のほうは元々クメール族が住んでいたり、中部のほうはチャンパー族

が住んでいたり、全く違う文化を持つ国でした。それで、ベトナム戦争

や第二次世界大戦を経て独立していくのですが、昔は中国の影響を

受け、途中からフランスの影響を受けて、最終的には共産圏としてソ

連の影響を受けながら、ドイモイ政策といういわゆる経済開放で、

1980年代以降は資本主義の影響をどんどん受けるようになりまし

た。このように、フェーズが変わるたびに文化の入れ替わりがあった

のですが、北部は特にそれが激しいところです。

　気候は、この黄色い線が東京の平均気温ですが、ハノイはこの青

い線です［図5］。ベトナムと聞くと、常夏のイメージがあると思うので

すが、ハノイには一応、冬もあって、今の時期にハノイに行くと、結構

寒くて驚かれる方も多いです。ただ、日本の冬と違うのは、冬でもすご

く湿気が多く、60～70％の湿度があるので、その辺りは建築にも影

響してきます。夏はゲリラ豪雨のような大雨が降るので、すぐ道路が

冠水してしまうような場所です［図6］。

　都市部は先ほどの道路が冠水していた写真のようなところです

が、ハノイに限らず、ベトナム全土のほとんどは農村です。今でも郊外

に行くと、ノンラーというすげがさをかぶった人が手作業をしている

風景が、ずっと続いているような国です［図7］。

　建築では、風水がすごく信じられていて、現場に行くと、風水の羅

針盤の絵が描かれていることがあります［図8］。

　これは北部の農村の伝統住宅で［図9］、北部の土の色がそのまま

表れている赤色の瓦屋根です。昔は木造で造っていましたが［図

10］、今ではだんだんその伝統が消えてしまいつつあります。小さい

ですが、デザイン的にもかわいらしい瓦です［図11］。ただ、今のハノ

イ市内では、建物の屋根が、例えばトタンのような近代的な材料にど

んどん置き換わっているのですが、色はまだ赤が人気で、これがハノ

イのカラーになっています。この写真で見ても分かるように、ほとん

どの家が赤い屋根をそのまま残しています［図12］。

　ベトナムには中国系やクメール系など、54の少数民族がいて、そ

の多くが山岳地帯に住んでいます。少しハノイから離れると、山岳地

帯には、こういう棚田の風景が広がっています［図13］。

　以上が、ベトナムやハノイの簡単な説明になります。

ハノイの旧市街

　ハノイのまちは、ハノイ市と呼ばれる地域が今、ものすごく合併が

続いて、大きくなっているのですが、ハノイの都市部というと、旧市街

や、後ほどお話しするNgoと呼ばれる路地空間と団地ですね。居住エ

リアとしては、そのような地域が多いです。

　ハノイの旧市街は、元々、36通りと呼ばれる職業別の通りがあり、

皇帝御用達の職人街として1,000年ほど前につくられたまちで、今で

もハノイの中心部に残っています［図14］。今でも職人街の要素も残

しながら、ほとんど観光化されているところもあります。

　ハノイの地図はあまり残っていなくて、1470年頃にやっとこういう

地図が出てくるのですが、この真ん中にお城があります［図15］。ス

ケールも合っていないので分かりにくいですが、この地図を見る限

り、今の姿とは全く違っています。次に、時代が飛んで、1873年頃に

つくられたハノイの地図です［図16］。西湖と書いてあるところが

West Lakeで、そのすぐ下にあるのがお城で、右側の赤い部分が旧

市街です。すごく高密度で、旧市街自体は約82ヘクタールあるので

すが、そこに8万人が住んでいます。ですから、1ヘクタールあたり

1,000人が住んでいることになります。日本でいうと、高島平の団地

の密度ですが、ただしここは建物が全部2～3階建てで、その中に1ヘ

クタールあたり1,000人がひしめくように住んでいます。旧市街の道

を歩くとこのような風景が見られます［図17］。ここはHang Dong通

りといって、Dongは銅という意味ですが、元々は銅細工の職人さん

が1階で工房を開いていた通りです。今でも銅細工は売られています

が、工房はなく、どこかから買ってきて売っています。最近は、そのお

店も閉じて、カフェになったり、少しずつ変わってきています。こうい

う銅通りであるとか、これはHang Thiec通りといって、Hang 

Thiecはブリキ細工という意味ですが、今はステンレス加工などを

行っている通りがあります［図18］。

　元々、ギルド※1のようなかたちで、通りごとに職人街が形成されて

いたので、今でもこの行政区域は、ブロックではなく、通りごとに分か

れていて、以前の跡を少しずつ残しています。これが先ほどの1873
年の地図を拡大した、旧市街の部分です［図19］。今からおよそ150
年前までは、旧市街の中にたくさん池があり、ベトナムでは池のこと

を湖と呼ぶのですが、この地図の下のほうを見ても、ほとんど池ばか

りです。漢字で「河の内」と書いて「ハノイ」というのですが、まさに昔

は河の内側にあるようなまちでした。それで、右側にあるソンホンと

いう大きな河とつながって、いろいろなところと交易をしてきたとい

う流れがあり、旧市街の中にもこういう大きな池が幾つかありまし

た。これはちょうどフランスが占領し始めた頃の地図なので、ここか

らフランスによってガラッと施策が変わっていきます。

※1 商工業者の間で結成された職業別の組合。

フランスによってつくられた旧市街の建築

　1885年頃になると、もうすでにほとんど池はなくなってしまって、

ここからだんだん旧市街の高密度化が始まっていきます［図20］。フ

ランスが来たときに、こういった土地改革を行ったり、旧市街周りの

インフラを整備しました。これはLong Bien Bridgeという鉄骨トラ

ス構造の橋ですが、当時、アジアで一番長いと言われた鉄道の橋で

す［図21］。それから、今はもう使われていませんが、衛生のための給

水塔を、旧市街の周りにつくりました［図22］。宗教との関わりでいう

と、文化を広めるための教会もつくられました［図23］。ベトナムはク

リスチャンの方が結構多くて、人口の10％程度がクリスチャンなの

で、彼らが使えるようにつくったそうです。こういったインフラや宗教

施設をつくった後には、これはオペラハウスですが［図24］、文化施設

を旧市街の周りにつくっていきました。

　これはエブラールという建築家がフランスから来たときに、インド

シナ様式という建築様式をつくろうと頑張ってデザインした国立歴

史博物館です［図25］。例えば斗栱※2とか、八角形のモチーフとか、ビ

ジュアル的なところにとどまってしまったので、この後にこの様式を

受け継いでつくる建築家はあまり現れなくて、結局、彼の作品だけが

ハノイに幾つか残っているだけになってしまったのですが、今でもこ

れは国立博物館として使われています。

※2 柱の上部や軸部に設置された、屋根や軒などの荷重を支える構造部材。

密度の高い旧市街

　旧市街は、上から見るとこのように、本当に密度の高いエリアだと

いうことがよく分かると思います［図26］。実際、先ほどの地図で池が

あったようなところは、このような感じになっています［図27］。少し

ノイズのように入っている黒い点が、空いているところ、空地で、あと

は全部、何らかの建物が建っている状況です。道路からブロックの中

心までは、およそ80メートルあります。この中に何人もの人たちが住

んでいるのですね。元々はこの半分くらい、40メートル程度の、中庭

のある町家が多かったのです。これは、真ん中の池を埋め立てて、ど

んどん建物を建てようというフランスの政策と、ベトナムが独立した

際に、たくさんの人を都市部に呼んで、住まわせたことに起因してい

ます。恩賞として、この土地をどんどん配っていって、いろいろな方が

この中に住み始めて、密度がどんどん増していったと言われていま

す。複合的な理由によって、この旧市街の中がとにかく高密度になっ

ていきました。これがちょうと先ほどの街区の真ん中辺りです［図

28］。空隙といっても、これくらいの空が見えるだけで、あとはこう

いった壁に囲まれています。

　2000年の最初に、小嶋一浩先生がハノイモデルを研究されたとき

に、こういう調査をして、この密度を保ったまま、どういうふうにここで

建築を建てるかというモデルをつくりました。そのモデルが、ハノイの

建設大学にあったのですが、それもつい先日、取り壊されてしまいまし

た。ただ、この中の状況は、そのときとあまり変わっていないようです。

路上における生活のアクティビティ

　このように、街区の中の密度がどんどん増していって、この中で寝

起きはできるけれど、生活のアクティビティはなかなか難しいという

ことなのか、生活のアクティビティは路上のほうにどんどん向かって

いきます。これは、もちろん高密度だけが原因ではなく、そもそも高

温多湿な気候なので、外の日陰の空間を好むという理由もあります。

　この写真で青い椅子が並んでいるのは、旧市街の路上ですが、皆

さん、自分の家の前の歩道を、こういうふうに店先にしたりしていま

す［図29］。実際に行った方は分かると思うのですが、ほとんど歩道

の意味を成しておらず、歩くのがなかなか大変です。その横をバイク

や車がビュンビュン通り過ぎていくようなところで、みんなご飯を食

べているのですね。ベトナム人は、大体、外で朝食を食べる方が多い

です。このように、外部や路上に多くの生活が出てきています。

　旧市街では、朝になると、路上に野菜やお肉、生活食料を売りに出

て［図30］、お昼ぐらいになると畳んで、いなくなっていたりします。あ

とは、朝早くにバイクに乗って出かけて、そのままバイクの上で買い

物したりします［図31］。

　とにかくいろいろなものが外に出てきます。それをこれから紹介し

ます。例えばこれはHang Ma通りという、おもちゃ屋通りのようなと

ころですが、イベントごとに、例えばクリスマスであればクリスマス

グッズを、お正月であればお正月飾りを、道いっぱいに出して売るの

ですね［図32］。ここをバイクで通り抜けたり、人が歩いたりしなが

ら、みんな路上で買い物をします。

　これは先ほど紹介した、ブリキ細工の通りです［図33］。少し見え

にくいですが、皆さんステンレスの加工をするときは、大体、店先の歩

道のところでやっていて、大きいものをつくるときには道路にもはみ

出たりして、自分の土地と道路の境目がほとんどなくなっています。

仕事でも生活でも、このように道路を使って、外の暮らしを楽しんで

いるというか、余儀なくされているという見方もありますが、ハノイの

気候にも合っているし、皆さん、そういう生活をしています。

　生活面では、こういう娯楽、例えば中国将棋をするにしても、皆さ

ん外で集まって、よく聞いたらあまり知らない人同士らしいのです

が、こういうふうに路上でやっています［図34］。それから、鶏を戦わ

せる闘鶏とか、そういったものが路上にあふれ出ています［図35］。

何か許可を取ってやっているかというと、全くそのようなことはない

です。たまに警察官が来て、怒られることもありますが、個人でやっ

ている分には、それほど言われません。みんな、空いているところを

探して、自分の好きなように使っています。ここで暮らしている人の

空間に対するコミットの仕方は、日本のように与えられるものではな

く、自分たちで見つけていく感じがすごくしています。

　これはベトナムがサッカーの試合で勝っているときに、先ほどの

Hang Thiecという職人通りに、自分たちでテレビを出して、中継を

見ていました［図36］。たまたま、私がその横を通ったら、お前もその

まま見ていけという感じでビールを出してくれて、座ってみんなで観

戦しました。まちの中で、自分たちで工夫して、すごく楽しんでいる感

じが、とても印象的でした。

　こういう娯楽もあるし、料理や煮炊きも路上でしたりするのです

が、これはちょっと特別で、実は今日は旧正月の1月1日で、お正月な

のですね。ベトナムでは、旧正月を祝う習慣があって、この写真の右

上の料理をつくるために、大きな鍋で10時間ほど、もち米を煮て、笹

に包むというおせち料理があります［図37］。それも年に一度、この時

期だけですが、全て路上で行われていて、近所のみんなに声を掛け

て、一つの釜を使ってつくるそうです。

植物と共生する暮らし

　旧市街に限ったことではありませんが、植物が建物の一部になっ

ているというか、その境目が非常に難しいと思わせるものが多くあり

ます。建物に対して、このブーゲンビリアの木も、庇や窓の日除けに

なっていたり、装飾やシンボルになっていたり、植物の使い方が非常

に上手いと思います［図38］。外部空間の使い方では、植物の下にお

茶屋さんをつくっている事例もあります。そういった試みを、都市部

や旧市街の高密度な地域でも、積極的に行っています。植物がつくり

出す心地よい空間を目ざとく見つけて、読書をしたり、自分たちで積

極的にコミットして空間を見つけていくところがあります［図39］。ア

クティビティのほとんどが外に出ていて、外での暮らしを楽しむとい

うのがベトナムのスタイルです。

　ですから、設計においても、おのずと建物の中だけでなく、外の空

間とどうつなげるかというところは一つのテーマになってきますが、

旧市街の中で、それをどういうふうにこれから行っていくかというこ

とは一つの課題になると思います。

旧市街におけるアートギャラリーの設計

　旧市街の中で、住宅ではないですが、先日、アートギャラリーを設

計したので、紹介したいと思います。先ほど紹介した旧市街の下部、

南のほうに位置するHang Bo通りに、このように間口4メートルほど

の建物が並んでいて、これらはフランス統治時代に建てられたもの

です［図40］。上に書いてある文字は、フランス語で印刷という意味

ですが、元々、印刷所だったところで、ここで小説などの印刷物が刷

られていました。今は、2階にも3階にも人が住んでいます。1階は店

舗になっていますが、左下の緑の文字が書いてあるところが、この建

物の入り口です［図41］。

　ここから奥に80メートルほど続いていて、入り口を見ると、初めて

行くと、入るのが少し怖いと感じるかもしれないです［図42］。次の写

真が、ちょうど真ん中辺りから道路側を見た様子です［図43］。幅1
メートルに満たないような廊下が80メートルほど続いて、僕たちが

設計した敷地はその一番奥に、ぽっかりと空いた土地があって、そこ

にアートギャラリーを設計することになりました。

　そもそも、なぜそのようなところに土地が空いていたかというと、

先ほどお話しした池があったときの名残で、ここだけ建物が建てられ

ていなかったのです。南側には、フランス統治時代に建てられた大き

な学校があって、それは旧市街の中で池を埋め立てたから建てられ

た、数少ない大きな建物で、それとこの家に挟まれた空隙のようなボ

イドが突然現れるという、ちょっと特殊なところです。

　この写真の白い建物がギャラリーなのですが、これは前面道路か

ら見たところで、ほとんど周りは埋め尽くされています［図44］。道路

から70～80メートルも離れた場所に、こういったアートギャラリーを

設計しました。1階がアートギャラリーで、2階がワークショップス

ペース、3階がオフィスになっています。設計の趣旨としては、元々、ボ

イドだったということ自体がすごく奇跡的なことで、幅1メートルにも

満たない通路を70～80メートル歩いていくと出会うボイドというの

を、何とかキープしたいと考えました。そのコンセプトに、アートギャ

ラリーというプログラムがちょうどフィットして、とにかく1階はがら

んどうの、天井高が7メートルほどあるような大きな空間をつくってい

ます［図45］。次に、2階から上を見たところですが、こういう密集した

地域なので、どうしても光を採り入れるには、ほとんど上しかないの

で、こういうトップライトを設けてつくっています［図46］。

　外装に関しては、旧市街の建物は、住民の方がそれぞれ自分たち

でデコレーションしたり、少しずつ時間をかけてつくってきたりしてい

るので、あえてそういう装飾的なものをつくらず、これからアートギャ

ラリーの人たちが自分たちでつくっていこうということで、今はただの

真っ白な箱になっています。ですから、この地域に行くと、今はこの

建物だけが白く浮かび上がってきますが、今後、旧市街にどうなじん

でいくかということが、このプロジェクトの楽しみにもなっています。

路地の中の住宅

　次に、路地の中の住宅について紹介します。先ほどお話しした旧市

街の周りの部分は、以前はほとんど畑でした。昔は農村があって、ほ

とんどの部分が畑だったのですが、北部の農村は生け垣に何軒かの

家が囲まれて、門が付いていました。その門だけ、いまだに残ってい

るところが、ハノイ市内に何カ所かあります。ですから、住む人が増え

ても、基本的には生け垣の中に入れようとするので、路地空間の中に

どんどん住宅が建っていくようになりました。畑がつぶされて、それ

が幾つも連なっていって、現在このような、かなり密集した状況に

なっています［図47］。元々、農村の路地なので、幅1～2メートルぐら

いしかなくて、車が通れないような路地が、今、ハノイ中に張り巡らさ

れているという状況です。

　このGoogleマップで、薄いグレーで表示されているのが路地で

すが、実はさらに細かい路地がたくさんあって、認識されているもの

だけでも、これだけあるのですね［図48］。右上に団地と書いてあり

ますが、この部分だけ空いているのは、開発される前は元々、畑だっ

たところに団地をつくったので、そこだけ路地がなく、広い土地が

残っています。他は細かい街路でびっしり埋められているような状況

になっています。

　こういった街路は、幅2メートルにも満たないので、バイクだけが走

れます［図49］。先ほどの旧市街と同様、生活が路上にあふれている

のですが、場所によっては祭壇があります［図50］。路上にある菩提

樹の木に、こういうものがつくられているのですが、住人の方が普段

からお花を供えるなど、コミュニティに寄与する部分もあります。こ

れはココナッツを売っている女性ですが、こんなふうに、物売りの方

も来たり［図51］、魚が売られていたりしています［図52］。

　これは私が設計した住宅の前の路地ですが、ご覧の通り、ほとん

ど空が見えないというか、ファサードがないような状況です［図53］。

こういったところに、どういうふうに設計をしたらいいかということを

考えて、住宅をつくリました。

　この建物は、真ん中に大きなボイド空間をつくって、そこにらせん

階段をつくって、重力換気で上に空気を抜いています。なるべく路地

に面する部分の気積を大きくして、上に熱気が行って、下にこもりにく

くしています［図54］。路地は、陰が暗い分、すごくひんやりしていて、

夏は気持ちいい空間だったりします。その雰囲気を住宅の中まで

持ってくるというのが、設計のテーマです。それで、冬は屋上を閉じ

て、夏は全開にして、上から空気を抜くという設計をしています。

　建設に関していうと、幅が狭い路地なので、みんなでこういうふう

に鉄筋を大通りから担いで運んできたり、なかなか普通のところで

はやらないような工事方法で、工事を進めていきます［図55］。

　先ほど空気の流れの話をしましたが、実際にこういうシュミレー

ションをしています。これは光の取得について、なるべく自然光だけで

下まで明るくしようということで、解析をしながら、いろいろなサイズ

を決めていきました［図56］。あとは風の方向ですね。風がどういうふ

うに流れるかという解析をして、かたちを決めていきました［図57］。

　1階から見るとこういうかたちで、上にらせん階段が上がっている

のが見えると思うのですが、大きな踊り場がぐるりと続いているよう

なかたちで設計しています［図58］。リビングから学習ルームにかけ

て、こういったらせん階段をつくっています［図59］。木製の原始的な

足場が組まれて、この仮設自体がすごくきれいだったので、写真を撮

りました［図60］。このらせん階段は、屋上まで続いていきます［図

61］。屋上は屋上緑化をしたり、夏に向けて、開放的な開口を設けた

りしています。外から見るとこのようなかたちで、バタフライルーフに

して、風が強くなるようにしています［図62］。

　この写真は、路地の向かいの家の2階から撮りました。ちょうど向

かいがキッチンなのですが、家の中から撮っています。中といっても、

ほとんど外部に近いですが。設計した家のファサードは、ほぼ、この

向かいの家の壁でもあると考えて、ではどういうファサードがいいの

かということで、向かいの家に対してデザインをしました［図63］。こ

の家はちょうど家主、われわれのクライアントのおばさんに当たる方

の家で、関係をよくしたいということで、通常であれば、ファサードと

いうとエクステリアになるのですが、こういう路地の空間になると、隣

の家のインテリアにもなるという趣旨で設計しています。

1960年代以降の団地

　次にKhu Tap The、日本語で言うと団地のことですが、1960年

代以降の社会主義住宅についてお話しします。その頃、日本でも団

地が建ち始めるのですが、ベトナムは社会主義の国なので、主にソ連

や北朝鮮、東ドイツの支援を受けて、団地がつくられていきます。

　先ほど旧市街で、土地を恩賞としていろいろな方にどんどん渡して

いくという話がありましたが、もう渡す家がないという状況になり、

住宅政策がすごく大事な課題になりました。ベトナムの団地、Khu 

Tap Theは、例えば建設省の役人が住む団地、金融省の役人が住む

団地というふうに、基本的には役人のお給料としてつくられたもので

す。ですから、元々は一つの団地に同じ省庁の人しか住んでいなかっ

たのですが、最近は経済開放されて、売り買いできるようになったの

で、状況が変わってきています。

　これはキムリエン団地という、ハノイの南部のほうにある団地です

［図64］。昔でいうと、旧市街からすごく離れた田舎にあったのです

が、今はハノイ市自体が拡張しているので、すごくいい場所になって

いて、ここに住みたいと、少しずつ人気も出てきています。外壁に貼り

付いているフェンスは、タイガーケージ、トラの檻と呼ばれているので

すが、自分たちで住空間をよくしようと思って、どんどん拡張していく

のですね。この拡張部分をつくる専門の大工さんがいて、彼らがこう

いうものをつくっています。元々、みんな無許可でやっていたのです

が、今は昔ほど許可が下りなくなってきています。しかし、今でも少し

ずつ増殖し続けています。外から見るとこのような感じです［図65］。

　先ほどお見せした旧市街は、ものすごく高密度な、細い路地の中に

ある住宅ですが、こちらは元々、団地なので、中庭があります。都心

にありながら、中庭があって、住棟間隔も広くて、今となっては、住環

境的にも、ハノイで数少ない良好な場所になっています。今、集合住

宅というと、都心からはすごく遠くて、ハノイから車で1時間から1時

間半弱ぐらいのところにたくさん開発はされていますが、都心にある

という点で、今、団地が見直されてきています。

　これは屋上が見えていますが、プレキャストコンクリート造の組み

立て式が多いです［図66］。当時、まだハノイに工場がなかったので、

ソ連などからプレキャストコンクリートを運んできて、ハノイで組み

立てていました。ここでも早速、外にいろいろなものが飛び出してい

ますね［図67］。寝室にこういったものを付けたり、これは最上階に

床を足して、トップライトを自分たちでつくって、改造して住んでいま

す［図68］。

　こういった少し高層のタイプもあるのですが［図69］、見ていて、

ちょっとひやひやします。中に入れば、ちゃんとしているのかなとい

うふうにも思うのですが、実際、中に入ると、本当に足元がふわふわ

する感じで、ちょっと不安を覚えるところもあります。でも当時、30平

米の部屋に家族で住むというところから始まって、どんどん家族が増

えていって、自分たちの空間を確保する欲求や要望が、そのまま素直

なかたちとなってつくられている、ハノイのすごく特徴的な集合住宅

ですね。

　これが建設当時の写真です［図70］。ザンボー団地というところで

すが、コンクリート板がソ連から運ばれてきて、ハノイで組み立てら

れているときの様子です。当時、周りには何もないですが、今は都心

部になって、周りに住宅がひしめいて建っています。完成すると、この

ような感じです［図71］。先ほどお見せした、いろいろなタイガーケー

ジが付いた建物の元の姿はこういう感じです。こちら側がバルコ

ニーになっていますが、片廊下のものが多いです。やはり、都心部の

よい場所にあるので、これは数少ない建て替えが成された例です

［図72］。こういう計画も進んでいるのですが、長く住んでいる方もい

るので、なかなか進まないような状況です。

　中はこのような感じです。彼は日本人で、トロント大学の文化人類

学の研究者です［図73］。団地の研究をしていて、子どもを連れてこ

こに住むということで、改装計画を少し手伝って、このキッチンを一

緒にデザインしてつくったりしました。ちなみにこのキッチンは、先ほ

どの旧市街のHang Thiec通りにある工房でつくってもらったもの

です。こういったものを実際に使うというのが、ハノイではよく見られ

ます。30平米、本当に小さい部屋ですね［図74］。このキッチンの細

長いところの奥に見えるのがトイレなのですが、ここに水回りが集約

されていて、そのすぐ隣にこの部屋があります。彼らはここに3人で住

んでいたのですが、他の部屋は、今でも6人から8人ぐらいで住んでい

るので、それを拡張するというのも、分かる気がします。

中庭：パブリックスペース

　先ほど少し中庭の話をしましたが、中庭はパブリックスペースとし

て設定されています。ただ、使われ方が日本とはずいぶん違ってい

て、これは所有の概念の違いからくるのではないかと思っています。

先ほどお話しした、旧市街の住宅の前、店先の路地と境界線との兼

ね合いや、その使い方とも共通しています。日本の場合は、パブリッ

クスペースというのは、みんなで平等に共有するという考え方だと思

うのですが、ハノイやホーチミンでも、元はそうだったのかもしれませ

んが、今はどんどん私有化していく傾向にあります。

　これについて一度、ベトナムの方と先ほどの文化人類学者の方と、

一緒に絵を描きながら、ベトナム人は何を考えているかということを

話し合ったときのスケッチです［図75］。日本の場合、団地に挟まれた

中庭のパブリックスペースがあると、この面をみんなで共有するの

で、誰も何も置かないし、置いてはいけないことになっています。そう

いう話をすると、ベトナムの場合は、先ほどの旧市街と一緒で、家の

前はとりあえずこの家の人が何かを出して、一体的に使うと。この隣

同士はけんかにならないのかと聞くと、けんかになると言われます。

実際、住みにくくないかと聞くと、住みにくいかというか、そういうもの

だと捉えていると。例えば昨日、植木を置いている家があったら、朝

になると、こちら側に少し動いていたり、そういうものを少しずつ調

整しながら生きていくのだと。それで、残った部分を、何となくパブ

リックスペースとして使う。しかも、このパブリックスペースも、例え

ばここにカフェを営んでいる人がいると、お昼は彼らがここにテーブ

ルを出すと。それに文句は言わないけれど、夕方になると子どもたち

が遊ぶので、それは仕舞ってくださいと。そのような感じで、住民た

ちのコミットによって、どんどん姿を変えていくのですね。

　同じ広場でも、夕方になると、子どもが遊んでいるのですが［図

76］、朝になると、おばさんが来て市場を広げています［図77］。この

写真の端に映っているのは、元々、家に属しているテーブルの部分で

すが、コンバーチブルというか、時間帯によって使い方がどんどん変

わっていく、または隣の人との折衝によって変えていくということが

行われています。

　もう一つ、これは例え話でお話ししたいのですが［図78］、日本の

場合、このパブリックスペースを4分割して、4人の方に使っていただ

きますということになったら、恐らくその通りに、Aの人はここを庭にし

て、Bの人はお店にして、Dの人も何か建物を建てて、Cの人は何も使

わないということになったら、恐らく日本の場合は、Cの部分はずっと

空き地になっていると思います。ベトナムの場合、もしCのような部分

ができたら、Bの人やDの人が拡張してくる、あるいは他のE、Fの人が

新たにそこを使い始めるということになると。そして、このCの部分

は、日本だと空いているのはいいけれど、どんどん廃れていくという

か、荒れ放題になっていくのではないかと。でもたぶん、荒れてもその

まま放置されると思うのです。それであれば、自分たちで積極的にこ

こを使っていこうというのが、ベトナムのハノイの人たちの考え方で

す。外で暮らしているからこそ、こういう概念になっているのか、それ

とも、こういう概念だから、外をどんどん自分たちの領域にしていくの

か。このときのベトナム人との会話では、そういう話になりました。で

は、どちらがいいのかというと、非常に難しいところではあるのです

が。ベトナムに住んでいると、ダイナミックに変わっていく中庭の使い

方を、言語化、制度化するにはすごく難しいのですが、日本でも空間

を計画するときの参考になるのではないかということを考えながら、

ハノイでの日 を々過ごしています。どうもありがとうございました。
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柏原　ありがとうございました。ハノイに住みながら、お仕事もされ

ている方ならではのお話を伺えて、とても楽しく拝聴しました。

　これから質疑に入ろうと思います。会場の方も、オンラインでご参

加の方も、どなたでもご質問のある方は手を挙げて、お話しいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。

　では、はじめに私から伺いたいことがあるのですが、先ほどのパブ

リックスペースの使い方のお話に関して、本当に私有化をいとわない

というか、なぜかどんどんそうなってしまうという状況がすごく面白

いなと思って見ていました。

　今、私が共同研究に参画している中で、都市型水害が商業活動に

どのような影響を与えるのかというテーマで、旧市街の調査をしまし

た。そのときに、道端にたくさん出ているものを日常的に片付けるの

か、水害が起こりそうになったときにいつ片付けたのかといったこと

も聞いたのですが、やはり大体みんな、道に出しているけれど、毎日

片付けるという回答が多かったです。

　ベトナムの場合、はみ出していくような傾向が見られる中で、一時

的に占有はするけれど、半永久的に占有はしないとか、何かそういう

さじ加減みたいなところがあるのかなと思って聞いていました。空間

を使っているときに、「これぐらいならオッケー」といった感覚的なと

ころなど、現地で暮らしている中で気付いたことがありましたら、伺

いたいです。

竹森　ありがとうございます。まず、パブリックの考え方がスタート

の時点で少し違うということがあります。ベトナムは社会主義国なの

で、全てがパブリックなはずという前提から始まっていて、自分が住

んでいる土地も、基本的にはパブリックです。要するに私有地という

ものは、本来は一つもないはずだというところから考えると、少し分

かりやすいかもしれません。つまり元々、境界線がないのですよね。

　日本の場合、私有地と公有地の境界線が元々あるので、ここは公

有、ここは私有、私有は自分のもの、公有はみんなのものとなるので

すが、ベトナムの場合、全部みんなのものというところから始まって

いるのが、彼らの考え方としてはすごく大きいのかなと思っていま

す。その中で、境界線がない、どこまで私有なのかというのは、他人

との関係性でしかないのですよね。

　夜になると物を片付けているというのは、どこまで占有していいか

とはまた別の問題で、盗まれてしまうからだと思います。単純に物が

持っていかれてしまうので、家の中にしまいます。

　いずれにしても、境界線が引かれるのではなく、相対的な距離で、

物事が決まっていきます。先ほどの中庭の図［図75］もそうですが、

青、赤、緑、黄色がどんどん流動的に動いていくのは、相対的な距離

で決まっていきます。面倒なことも多いようですが、それで自分たち

の暮らしを確保していく。明確な境界線が引かれていない中で、自分

たちで線を引くということが、外で暮らすことのスタートになっている

と考えています。

柏原　ありがとうございます。そうか、境界がないのだと、すごく納得

しました。

　今、東京大学の蕭耕偉郎先生から、チャットでご発言がありました。

「ハノイには何度か伺いましたが、本日の発表をお聞きして、自分の空

間体験が理論化・言語化されて、改めて理解することができました。

お先に失礼させていただきます」というごあいさつがありました。あ

りがとうございます。

竹森　どうもありがとうございます。ハノイにいらっしゃるときには

お声掛けください。

柏原　蕭先生は、今、私も別の共同研究でご一緒させていただいて

いる方で、本日のレクチャーにもお声掛けさせていただきました。他

の方々から、もしご質問がありましたら、お願いします。

山家　大変興味深いお話をありがとうございました。ぜひハノイに

行ってみたくなりました。質問ですが、ちょうど2年前、アジア研究セ

ンターの共同研究「アジアの社会遺産と地域再生手法」のレク

チャーシリーズで、モンゴルのお話をしていただく機会がありました。

モンゴルにもソ連の設計者が設計した社会主義住宅があって、モン

ゴル人の住まい方に合わせてカスタマイズされて住まわれているとい

うお話がありました。ベトナムの場合も、同じような状況が見られる

のか、もしあるとしたら、それはどのようなカスタマイズなのか、教え

ていただければと思います。

竹森　ありがとうございます。元々、PC※3のパネルで造られている

建物なので、すごく開口部が限定されています。それに関して言う

と、ソ連のように寒い国、あるいは乾燥している地域であればいいの

ですが、ハノイの場合は、やはり室内の湿気がすごいです。それで、こ

ういうバルコニーやタイガーケージを設けて、内部化する場合もあれ
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ば、外部化する場合もあるのですが、開口部を大きくして、通風のよ

い部屋を増やしていくというのが、現地でのカスタマイズの一つでも

あります。

　今、見ていただいている写真は、片廊下の廊下側です。家と廊下を

挟んで、外にもう一つ空間をつくっているので、ここが半屋外空間に

なっています。こういうのは極めてハノイ的というか、ベトナム的な

ローカライズです。昔は煮炊きをほとんど外でしていて、それも10年

ほど前までは割とそうだったので、キッチンをその空間に持ってきた

り、もちろん洗濯物も干してあったり、ちょっとお茶を飲んだりしてい

ます。そういう夕涼み空間のような場所が外廊下側にあり、プライ

ベートではなく、先ほどのいわゆるボーダーがない感じで出てきま

す。家の目の前なので、隣の家の人が通っていくわけですが、それは

あまり気にせず、そういう家の使い方をするというのが、ベトナムの

ローカライズではないかと思います。

※3 Precast Concrete工法の略で、工場で製造したコンクリート部材を工事現場に運び入れ、現場
で組み立てる、工業化された工法。

山家　ありがとうございます。

曽我部　大変興味深かったです。先ほど話題になった、境界がない

ということが、いろいろなかたちでつながって理解できた感じがしま

した。外で作業しているというのは知っていたし、外で将棋のような

ゲームをやっている風景も見たことはあったのですが、それが植物の

育ち方とも連動している。境界がないという公共の場所に対する意

識の仕方が、団地の中にまで浸食している。あらゆるところに関係し

ているということが分かった感じがしました。ハノイに行くと、交差点

で、両方向の道にバイクや車が通りながら、なおかつそこを歩行者が

ゆっくり歩いて渡っているという、何かそういうことにも関係してい

るのではないかと思いました。

　一方、日本のことを考えると、何かしらのルールによって、無関心に

なっているとも言えます。つまり、どういう車が走っていようと、どう

いう人が歩いていようと、どういう人が住んでいようと関係なく、無

関心でも成り立つような仕組みができている日本の状況に対して、ハ

ノイでは、とりあえず関心を持ち続けないと成り立たない流動的な

ルールというか、何かそういう存在が支えている。そのことに気が付

けたのは、大変興味深いなと思いました。

　ところで、よく理解ができなかったのですが、先ほどの、幅1メート

ルの廊下を70～80メートル進んでいった奥にある、4階建てのアー

トギャラリーを設計されていますが、あれはやはりRC（鉄筋コンク

リート）造ですか。

竹森　RC造です。

曽我部　日本だと、幅1メートルの通路空間の奥に、敷地があるので

すと言ったら、それだとRC造は無理ですと言われるのですが、そう

いった敷地でRC造の建築がどのように可能になるのかということに

びっくりしました。こういう工事は割と普通にやってくれるのですか。

竹森　そうですね。アートギャラリーは旧市街に敷地がありますが、

先ほどの住宅のプロジェクトの場合は、例えばコンクリートは大通り

から100メートルぐらいパイプを引っ張ってきて、コンクリートを圧送

して打設したり、鉄筋は写真でお見せしたように手で担いできたり、

人海戦術プラスパイプなどを使ってやっています。あとは現場での

手練りもありますね。

曽我部　先ほどの重力換気の家の、吹き抜け空間のところの仕上が

りも、ものすごく有機的な形状の組み合わせでできていて、このよう

な一筋縄でいかないものを、よくやるなと思いました。

竹森　そうですね。コンクリートの文化が長いので、比較的、手で造

形していく能力は高いというところを利用しています。ですから、すご

く計算してつくっているというよりは、模型を精緻につくって、それを

現場に置いて、模型を見ながら、職人さんたちが型枠を組み立ててい

くというやり方をしています。

曽我部　では、図面はないともいえるのですね。

竹森　もちろん、図面は描いています。3Dもつくっているのですが、

彼らが読めないので、最終的には部分模型をつくって、現場でそれを

見ながら、一緒につくっています。

　ちなみにこの敷地でいうと、スパンが大きかったので、鉄骨造のほ

うがすごく理にかなっているのですが、逆に鉄骨だと長物が入らない

ので、運べないのです。ですから、細かくして砂袋で持っていけたり、

圧送できるRC造のほうが可能性があると考えました。

吉岡　コンクリートはポンプ圧送しているのでしょうか？それとも現

場で手練りでしょうか？

竹森　通りにコンクリート車を置いて、圧送しています。アートギャラ

リーの場合は、道路から敷地まで70～80メートルでしたが、住宅の

場合はもっと長くて、200メートルぐらい、パイプをずーっとつないで

いました。だから、コンクリートを打つのは大体、夜中の12時です。車

を路地に停めないといけないので、職人さんたちが今コンクリートを

打っているので、と言って、待ってもらいます。それで、近所に知らせ

て、この時間は通れませんと言って、交通規制をします。それで、200

メートルぐらい圧送します。だから、夜中に現場監理に行かなければ

いけないのですね。そういう意味でいうと、大変ですけれども。

吉岡　話は変わりますが、竹森さんが紹介してくれた写真を見ると、

結構、路上がきれいだなと感じたのですが、誰かが清掃されているの

でしょうか？

竹森　実際は、写真ほどきれいではないですが、掃除は店の人がや

るか、URENCOという都市環境公社があって、そこで働くおばさん

たちが、ほうきとをごみを集めるごみ収集のカートを持って、回って

います。市民の人たちは、家先や店先にごみ袋を置くと、そこをカート

が通って、どんどん集めていくという仕組みになっています。

吉岡　路上を使った人も、ごみ袋に入れて、そこに置いておけば、収

集してもらって、ごみが消えていくという仕組みでしょうか。

竹森　なかなかそういう行儀のよい人はいなくて、みんな、ポイ捨て

してしまうのですが、何となくきれいになっていくというか、でも実際

はそれほどきれいではないです。

吉岡　なぜそのようなことを聞いたかというと、路上などの外部空

間をみんなで使いこなしていく際に、清掃された状況をどのように持

続されているのだろうか、という点に興味がありました。

竹森　お店をやっていると、やはり商業的に掃除をするので、その周

辺はある程度、きれいになっていきますし、先ほども言ったように、ご

み収集の人がほうきを持って掃除してくれたりもします。ただ、境界

線がないからということを逆手にとって、別に自分で掃除をしなけれ

ばいけないという感じにはなっていないです。境界線がないことが、

そういう、よい方向には働いてなくて、どちらかというと、悪いほうに

働いています。

秋山　外部空間へと拡張している感じがあるベトナムの文化の中

で、もし新築で、例えば集合住宅を建てるということがあった場合

に、そういった拡張を予測して計画をつくっていくのでしょうか。ある

いは、集合住宅をつくるときには、パブリックスペースについては、ど

ういう考え方があるのでしょうか。

竹森　最近、郊外のほうに集合住宅がたくさんつくられているのです

が、そういったパブリックスペースをつくっている事例はあまり見たこ

とがありません。

　数年前に、ランソン省というベトナムの北部の省庁舎のコンペに参

加したことがあって、われわれはその提案の中で、要求はなかったの

ですが、市民が使えるパブリックスペースをつくったほうがいいので

はないかと提案しました。ところが、その役所の方からは、いや、そん

なものは市民が集まって、自分たちで勝手に見つけて、路上でやるか

ら、わざわざつくる必要はない、という回答がありました。コンペでは

1等を獲ったのですが、まだ建つかどうか分からなくて、もし実現す

るのであれば、みんなが勝手にやるから、パブリックスペースはなく

していいと言われているので、集合住宅でも同じような話で、それは

つくられないのではないかなと思います。

秋山　ハノイのまちは、すごくたくましく、楽しく経済発展もしてい

て、こういう今の面白い、豊かな姿がなくならないで、ずっと続いてく

といいなと思います。

竹森　私もそう思います。でもおっしゃるとおりで、今はやはり過渡

期にあると思います。コミュニティがあるからこそ、人とのつながりが

あるからこそ、こういうものが成立しています。曽我部先生がおっ

しゃったように、意識するからこそ、成立しているものなので、日本の

ように、無意識の中で生きられるようになっていて、それは便利なこ

とでもありますが、ベトナムも少しずつ、そのような状況になりつつあ

るのではないかと感じています。引っ越したりすると、地域とのコ

ミュニティは切れてしまうので、だんだん、つながりがなくても、社会

が成立するようにしなければいけなくなってくるのですよね。そうす

ると、日本がかつてそうであったように、ベトナムでも、もう少し先に

なると、コミュニティスペースをつくろうということになるのではない

かと予想しています。辻々にみんなが集まっていた頃が、日本にも

きっとあったのだと思うのですが、計画概念として、コミュニティス

ペースとかパブリックスペースとか言い始めたのは、比較的最近なの

ではないかと思っています。それは、アジアの建築という一番最初の

話に戻ると、やはりアジアは、元々、道の中にそういうコミュニティス

ペースが内蔵されていて、西洋では、教会前の広場がコミュニティス

ペースだということを、大学の都市計画学で習うと思うのですが、ま

さにそれを体感しています。初めてベトナムに行ったときに、まず感じ

たことが、今思うとそれなのだと思うのですよね。建物を個体、個体

で考えるのではなく、まちの総体として、アジア的な暮らしをずっと

続けられていた場所で、そこに自分が引っ掛かったのだなというの

が、最近思うところであります。

柏原　アートギャラリーを設計された土地のことを伺いたいなと思

います。ここは家と学校の隙間だったというお話でしたが、アートギャ

ラリーを建てるために、誰がどのように土地を確保できたのか、誰の

ものとして利用権を得られたのかというところが気になりました。

竹森　アートギャラリーをつくる以前、そこは駐輪場として使われて

いて、バラックのような屋根が架かっていて、先ほどお見せした家の

住人の1人が持っていました。このアートギャラリーは、結構、伝統の

あるハノイのアートギャラリーなのですが、音楽もやっていて、音楽

の録音室がこの1階にあったのですね。その土地を誰が持っているの

かを知って、そこを買って、ギャラリーをこちら側に移転させようとい

う計画で、移転してきています。

　この建物には、権利図のようなものがあって、この中に3者が住ん

でいます。2階と3階にそれぞれ人が住んでいて、1階がこのお店と

アートギャラリーのものだったのですが、この長い70～80メートル

の廊下は、共有スペースとして、権利としては案分されています。意外

にも、そういうことがきちんと行われています。ただ、全てのビルでそ

れが行われているわけではないようです。中には、謎の空間のよう

な、変な中二階もあったりします。

石田　いろいろと美しい写真を見せていただき、ありがとうございま

した。私は5年ほど前に、学生を連れてホーチミンに行ったことがあ

るのですが、そのときに、路地空間に新築の住宅が建っていて、その

建ち方として、やはり空気の通風を考えて、穴開きブロックの種類が

かなりたくさんあり、それをファサードに使って、デザイン的にも美し

い建築ができていました。ハノイでも、そういう建材は結構あるので

しょうか。あまり全体的には見られないように感じられたのですが。

竹森　ありがとうございます。ハノイにも同じように、穴開きブロック

はあります。ホーチミンのほうでは、佐貫大輔さんという日本人の建

築家の方が、大々的にそれを使って、集合住宅をつくっています。種類

としては、押し出しでつくって、輪切りにしていくテラコッタブロックと

いうものと、コンクリートの型枠に入れてつくるタイプのものがあっ

て、南部は元々、テラコッタが多いですね。北部はコンクリートのもの

が多いですが、今は南北ともに、そういうものがたくさんあります。

　私が設計した住宅で、穴開きブロックを使っていない理由は、最近

あまりにもそういうものを使う住宅が多いので、ちょっと別のパター

ンをつくってみたいと思って、普通のブリックで組み合わせを考えて、

通風とプライバシーをどう確保できるかというスタディーで、こういう

ものをつくっています。

　お見せした写真に映っていないのは、たまたま、あまり映っていな

いだけで、ハノイにもそういうものは結構あります。

石田　ありがとうございます。それともう一点、お聞きしたいことがあ

ります。ベトナムというと、非常に緑が多いイメージがある一方で、実

際のパーセンテージとしては比較的少ないと聞いたことがあるので

すが、緑を増やしていくといった国の政策は、何かあるのでしょうか。

竹森　一時期、建築家の方で、そのように言っている方がいらっ

しゃったのですが、公園面積とかそういうもので換算すると、もしか

するとパーセンテージは低いのかもしれないですが、街路樹がもの

すごく大きくて、30～40メートルほどの高さの木がたくさん並んでい

たり、あと元々のローカルな方たちの暮らしの中で、ファサードにた

くさん植木鉢を並べたり、植木鉢が家の中にビルトインされて、大き

な木を育てているおうちもあるので、体感としては、緑がとても豊か

な場所だと思います。そして、亜熱帯気候なので、繁茂しやすいとい

うか、特に夏はかなり大きな体積まで木々が育つので、決して緑が足

りないような場所ではないというふうに思います。

石田　ありがとうございました。

曽我部　今のお話に関連したことですが、旧市街のブロックが、道路

から中心まで80メートルほどあると言われていました。そうするとブ

ロックの一辺は150メートルほどの長さがあるということですよね。

その150メートル角の中には、ほとんど空地がなくて、そこに木が生

えたとしても、微々たるものだと思います。だから面積で計算すると、

やはりパーセンテージは低くなっているのかもしれないですね。

竹森　そうですね。面積としては少ないのかもしれませんが、立体的

に考えると、緑は壁にたくさん付いていたりするので、体感としては、

あまり少ないという感じはしないです。

曽我部　日本でこういう都市の成り立ちの話を聞いていると、大体、

どこかで大地震や空襲、大火が起こって、都市自体のつくり直しにな

ることが多いですが、ハノイでは、そういうことは一度もなかったの

ですか。

竹森　いえ、戦災はありました。近代でいうと、アメリカとの戦争のと

きに空襲を受けているのですが、旧市街では、そういう被害はあまり

聞かないですね。今日、スライドではお見せしませんでしたが、例えば

旧市街から1キロも行かない南のところに、ハノイ駅があります。そこ

は元々、120メートルほどの両翼がある、フレンチコロニアル様式の

建物だったのですが、軍事にも使われる場所なので、そのど真ん中

を爆撃されています。それで、真ん中の部分は壊されたのですが、両

翼はそのまま保存されて、真ん中の部分だけがソ連の様式の建物に

なって、そのまま使われていたりします。

　あと先ほどお見せしたLong Bien Bridgeは、真ん中のほうは爆

撃されて、失われています。それを無理やりつなげて使っています。

ですから、戦災は結構受けています。

　ただ、その戦争のとき、最初のほうの地図にあるように、中心部以

外は、建物が少なかったのですよね。なので、被害もそれほどでもな

かったというところはあるかもしれません。

柏原　時間も押し迫ってまいりましたので、本日はこの辺りで締めさ

せていただきたいと思います。改めて竹森さん、今日は貴重なお話を

どうもありがとうございました。

竹森　どうもありがとうございました。

柏原　以上で終了させていただきます。オンラインでご参加いただ

いた皆さまも、本日はどうもありがとうございました。


